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「JCPA VISION 2025」とSDGsとの関わり
「JCPA VISION 2025」将来のありたい姿

1農業者が自信を持って農産物を生産し、消費者は安全・安心な食生活を楽しめる社会。

2．科学技術を用いた新製品・新技術を開発し、世界の食料供給に貢献。

3．社会からの信頼を得て、産業の健全な発展を支える。

食の未来のために。

2013年から当会は「」CPA VISION 2025」と いうビジョン活動を立ち上げ、食料生産

の重要性と作物保護（農薬）の役割についで情報発信を行ってきました。また、このビ
ジョン活動と国連のSDGs(l 7の目標）との連携についても積極的に発信しています。
安定的で持続的な食料供給のために、作物保護（農薬）の果たす役割は今後ますます
大きくなると考えらえます。SDGsと も連携しビジョン活動を通じて「食と農」への貢

献

に努めていきます。

近年の関連活動

農業者・流通の方々向けに「当会活動紹介リ ーフレット」を作成しました。また、蜜蜂等
の訪花昆虫保護活動の啓発を目的として、会員の工場や研究所の敷地に訪花昆虫の
好む植物を栽培する「蜜蜂フレンドシップ計画」を11会員30か所で実施しています。

ビジョン活動では、農薬の役割について正し い理解を促進・共有しています。

農薬の役割は
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［産業と技術革新の基盤を
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新技術や製品の創出で基盤づくりに繋げる。
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パー トナ ー シップで目標を達成しよう］

消費者への啓発を通じて達成を目指す。

JCPA農薬工業会
Japan Crop Protection Association 

〒103-0025東京都中央区日本橋茅場町2-3-6宗和ビル4F
TEL 03-5649-7191（代表） FAX 03-5649-7245 E-mail:jcpa@jcpa.or.jp https://www.jcpa.or.jp 

23.05-1 

口



参加者全員にプレゼント!!参加者全員にプレゼント!!参加者全員にプレゼント!!
農薬用マスク

私たち農薬工業会は、農薬を扱う70数社の団体です。

“残留農薬基準値超過の防止” などを目指し、
農薬の適正使用を啓発しています。

見本

マスク、保護メガネなどの展示品（鴻巣市）セミナー風景（常陸太田市） マスク、保護メガネなどの展示品（鴻巣市）

　当セミナーは、場所をご提供いただいて、無料で資料の準備と講演などを実施しているものです。
　ご承知のように農薬は農薬取締法で厳しく管理されています。農薬を誤って使用したり、使用した
農薬が隣接する作物に飛散したりすると収穫･出荷した農産物が残留基準値を超え、出荷停止、回収・
廃棄等の処分を受けたり、補償を求められる場合があります。また、農薬使用者やその関係者が、中毒
などの危害を受ける可能性もあります。
　そこで本セミナーでは生産者の皆様が農薬を正しく安全に使えるよう、農薬の専門家による説明、
農薬用マスクの装着研修、及び防除衣など保護具の展示を予定しております。

　直売所や道の駅の総会や多くの生産者様の集会などの機会に、
本セミナーを是非ご利用ください。
　開催についてのご相談や申し込みは裏面をご覧ください。

主な
  内容

「農薬の正しい使い方」
「正しいマスクのつけ方」

直売所や道の駅、地域の農業経営者や生産者の、
総会や研修会の追加企画としてご利用ください！
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